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研究成果の概要（和文）：本研究では地理的な視点を一般の人たちに広めるための効果的な手段として、旅行に
着目した。一般に市販されている旅行ガイドブックに地理的な記述がほとんどないことから、地理の視点を取り
入れた旅行ガイドブックの出版と普及を検討した。大学での授業で作成した地理的記述を含むまちあるきガイド
マップを中心に月刊「地理」の増刊号として雑誌を出版した。一般の人に親しみやすいよう雑誌の構成やデザイ
ン・タイトルなどを学生が考えた。この雑誌が社会の目に留まりテレビ・新聞・ラジオなどから、学生・研究者
双方に対する問い合わせが続いており、社会や学術界に対して一定のインパクトを与えられたと考えている。

研究成果の概要（英文）：This research aims to popularize Geography through travel guidebooks though 
popular travel guidebooks hardly include geographical information. Our travel guidebooks which 
include the geographic explanations might be good opportunities intended for the general readership 
to understand regional properties.The travel guidebook made by students in the class of our 
university has been published in a special edition of journal, “Geography”. Our journal attracted 
not only mass communication media’s but also academic field’s attention.
We confirmed that the geographers could contribute to reach out more to those who are not familiar 
with geography.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
一般の人に地理的な視点（地域を総合的に

理解する視点）が充分に養われていないとい
う点は多くの地理学関係者が認識している
課題であろう。しかし、どのようにして一般
の人に地理的視点を広めるかの具体案や実
践例は今まであまり議論されてこなかった。 

地理学は、「総合学としての地理学」のあ
り方を見直す時期に来ているのではないだ
ろうか。本研究は、各分野と社会をつなぎ、
研究を単なる研究で終わらせることなく、実
践的かつ社会に直接成果を還元できるとい
う点で、「Science for Society な」活動であ
ると考えている。このようなトランス・サイ
エンスの重要性は特に東日本大震災以降多
くの学問分野で叫ばれつつある。総合学の指
向性を内包する地理学が実践することで、地
理学の本来の重要性と意義を社会に認識し
てもらうことが、地理学の将来にとっても喫
緊に必要だと考えている。 
 
２．研究の目的 
 筆者らは、「地域を総合的に理解する」地
理的な視点を一般の人に普及させる手段と
しての旅行ガイドブック（ネット上のコンテ
ンツや TV メディア等の情報も含む）の作成
と普及を最終的な目標としている。本申請課
題では、地理の視点を取り入れたガイドブッ
クを提示し、それに対する読者や社会の反応
を調査することで、その効果と有効性を検証
したい。 
 
３．研究の方法 
 地理的な視点を取り入れた旅行ガイドブ
ックの形を示し、それに関する読者の意見を
主としてアンケートにより聴取し分析する、
アクション・リサーチの形を取る。 
 
４．研究成果 
平成２６年度 
・大手旅行ガイドブックの編集担当者（地理

学出身者）と会合を持ち、地理的な視点を
取り入れた旅行ガイドブックの出版の可
能性について打診した。編集者との間では
好感触であったが、編集長の段階でストッ
プがかかり、実現しなかった。近年の出版
不況によって確実に売れるとわかってい
るもの以外の冒険は難しいようである。 

・ バスガイドの教本を出版している唯一の
現存する出版社より依頼を受け、バスガイ
ド教本に関する執筆と監修を行うことに
なった。この調査を進める中で、バスガイ
ド教本は地理学のアウトリーチにとって
大変有効な手段であることがわかった。こ
れに関する学会発表を行った。 
 

平成２７年度 
・ 筆者は大学の授業の中で地理の視点を取

り入れたまちあるきガイドマップの作成
を中心とした授業を行っているが、その授

業成果を中心に、月刊「地理」増刊号が出
版された（「地理×女子＝新しいまちある
き」古今書院月刊地理 2016 年 3 月増刊）。
この中に読者アンケートはがきを綴じ込
み、読者の反応を見るための土台を作った。 

・ これらの研究を進める中で地理学のアウ
トリーチに興味を持つ仲間が集るように
なり、日本地理学会の中に「地理学のアウ
トリーチ研究グループ」を立ち上げた。 

 
平成２８年度 
・ 前年度に出版した雑誌の読者アンケート

１７通について分析し、発表をした。今
までにない形の地理関係の雑誌というこ
とで評価を受けた。（具体的な記述として
は、地理の敷居を下げた、お固い地理の
イメージを変えた、このような一般向け
の本がもっと出ると良いと思う、など） 

・ 雑誌を見た都立高校地理教諭から巡検実
施の依頼があり、高校 1 年生２７０人を
巡検案内した。その際実施前後でアンケ
ートをとりアクションリサーチを行った
（その分析結果は学会発表をした）。 

・ 本科研費の成果発信として、ひらめき☆
ときめきサイエンスに応募し採択された。
全国から集った地理好きな女子中高生を
地理好き大学生がまちあるき案内した。
（この様子は新聞に２件掲載された） 

・ 地理的な説明を入れた絵葉書を作り、旅
行者や地理関係者に配布した。これにつ
いても意見を聴取するアンケートはがき
を同封して意見を回収した。（この分析・
成果公表は２９年度以降に行う予定であ
る） 

・ 雑誌出版がきっかけとなって「地理女子」
という単語が生み出され、それが社会的
に話題になって学生を中心に（一部筆者
も含む）テレビ、ラジオ、新聞等のマス
コミに登場することが多々あった。これ
らも含めて出版のアウトリーチ効果と考
えて、効果検証に関する学会発表を行っ
た。 

・ なお、これらに付随して、一般向け書籍
の企画や市民講座での講演、様々な委員
や地理教育・地理普及に関する問い合わ
せが劇的に増えた。これらもすべて、元
をたどれば雑誌の出版がきっかけとなっ
たアウトリーチ効果と考えられ、その効
果は一般社会に対してだけでなく、学術
界の中においても大きかったと感じてい
る。 

・ 日本地理学会地理学のアウトリーチ研究
グループのメンバーを中心とした執筆者
で、月刊「地理」に地理学のアウトリー
チの連載を企画し、平成２９年１月号よ
り開始した（１年間の予定）。 

・ 日本地理学会春季学術大会で「地理学の
アウトリーチ・科学コミュニケーション
活性化のために」というシンポジウムを
開催した。 



 
全体のまとめ 
 大手旅行ガイドブック出版社とのコラボ
は研究初年度にすぐに打診をし、うまく行か
ないことがわかったものの、様々な運に恵ま
れ、２年度目に雑誌を出版することが出来た。
これに対する社会の反応は大変大きく、新聞
4 件、ラジオ２件、テレビ２件、ネット記事
は数えきれないほど取り上げられ、研究終了
後も問い合わせが続いている。ただ、この反
応は「地理」に対する興味ということよりも
（もちろんそれもあるが）、男性的なイメー
ジのある地理に「女子」がいたと言うことに
対する反応の方がどちらかと言うと大きい
ような感触もある。それらも含め、今後の地
理の普及のための、一つの布石となる知見が
得られたと考えている。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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したアウトリーチ.地理.62(5): 口絵
6;54-59. （査読なし） 
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ホームページ等 
 
平成 28 年度ひらめき☆ときめきサイエンス
の工夫された例に選ばれた 
https://www.jsps.go.jp/hirameki/09_kufu
u.html 
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facebook ページ 
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新聞に 4件取り上げられた 
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No.179.10-13. 
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